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家庭用及びこれに類する用途の 
プラグ及びコンセント－第 1 部：通則 

 

正 誤 票 
区分 位 置 誤 正 

本体 1 
 

 この規格は，埋込形取付ボックスには適用

しないが，…ボックスに関する規定にだけ適

用する。 

 この規格は，埋込形取付ボックスには適用

しないが，…ボックスに対しては，関係する

規定だけ適用する。 

 8.1  アクセサリには，…ならない。 
 …  
－ 危険な部分への接近及び固体の異物侵入

に対する保護等級。第一特性数字（危険

な部分への接近及び固体の異物侵入に対

する保護等級）を 2 を超えて宣言する場

合，第二特性数字（水の有害な浸入に対

する保護等級）も表示する。 
－ 水の有害な浸入に対する保護等級。第二

特性数字（水の有害な浸入に対する保護

等級）を 0 を超えて宣言する場合，第一

特性数字（危険な部分への接近及び固体

の異物侵入に対する保護等級）も表示す

る。 

 アクセサリには，…ならない。 
 …  
－ 2 を超えて宣言する場合，危険な部分へ

の接近及び固体の異物侵入に対する保

護等級に対する第一特性数字。第一特性

数字を表示する場合，第二特性数字（水

の有害な浸入に対する保護等級）も表示

する。 
－ 0 を超えて宣言する場合，水の有害な浸

入に対する保護等級に対する第二特性

数字。第二特性数字を表示する場合，第

一特性数字（危険な部分への接近及び固

体の異物侵入に対する保護等級）も表示

する。 

 10.5  ゲージは，充電部に対応する入口孔だけに

当て，充電部には接触させない。 
 ゲージは，充電部刃受けに対応する入口孔

だけに適用し，充電部に接触してはならな

い。 

 22.1  丸いピンの場合…，公差   mm の…をも

つ。 
 丸いピンの場合…，公差   mm の…をも

つ。 
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区分 位 置 誤 

本体 表 16  
引き抜き力 N 

定格 極数 
マルチピンゲージ 最大 シングルピンゲージ 最小 

2 40 1.5 
10A 以下 

3 50  
2 50 2 
3 54 10A を超え 16A 以下 

3 を超え 70 
 

2 80 3 
3 80 16A を超え 32A 以下 

3 を超え 100 
 

 

  正 

   
引き抜き力 N 

定格 極数 
マルチピンゲージ 最大 シングルピンゲージ 最小 

2 40 
10A 以下 

3 50 
1.5 

2 50 
3 54 10A を超え 16A 以下 

3 を超え 70 
2 

2 80 
3 80 16A を超え 32A 以下 

3 を超え 100 
3 

 

 23.2  可とうケーブルに張力が加える間に，…変位

を測定する。 
 可とうケーブルに張力を加えている間

に，…変位を測定する。 

 24.13 注記 つるす手段が一つ以上の場合，…及び

12.13 はそれぞれ…を行う。 
注記 つるす手段が二つ以上の場合，…及

び 24.13 はそれぞれ…を行う。 

 24.14  固定形コンセントの場合，適否は，21.14.1
及び…判定する（13.7.2 参照）。 

 固定形コンセントの場合，適否は，24.14.1
及び…判定する（13.7.2 参照）。 
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